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千葉県立美術館［千葉］

子どもたちはいつの間に、画用紙の上部片側にオレンジ色の太陽を描くことを覚えるのだろうか。私自
身、かつて同様の疑問を持ったことがある。パリのニュース番組で天気予報の太陽が黄色で表示された
のを見たとき、この国の子どもたちは何色で太陽を描くのか興味をもったのだ。と同時に、一体人はい
つからこのような営為を身につけるのだろうという素朴な疑問が湧いた。太陽が名前をもつということ
は、それが「太陽」であれ「Soleil」や「Sun」であれ、記号として接地し、反復できるイメージとし
て定着することを意味しているのだろう。《The Sun In The Corner》（2023）は、それを端的に示
した作品だ。

《The Sun In The Corner》（2023）展示風景　千葉県立美術館［撮影：木暮伸也］

山下麻衣＋小林直人は、人がこの世に生まれ落ち、一つひとつの出来事に出会いながら、それらの複雑さを捨象するための記号を
獲得し、制度のなかで生きるまでのプロセスを丁寧に解きほぐす。この観察に根ざしたささやかな行為（＝作品）が、いかにラデ
ィカルであり、現実を裏返し、変革をもたらす可能性に満ちているかを想像せずにはいられない。山下と小林は、鑑賞者が世界と
もう一度出会い直すことを肯定しているのだ。

例えば、映像作品《積み石》（2018）の冒頭では、部屋の一角に高さ30cm、直径15cmほどの丸太が配置されている。そこに小
林が現われ、丸太の間に背を向けて横になりうずくまる。次に山下が歩いて行き、安定する場所を探しながら、小林の上に積み重
なる。そこにやって来るのが、愛犬のアンである。アンは、いつもとは違う二人の様子に戸惑いながら、石のように静止した二人
とやり取りをしようと試みる。最後に、アンは山下の上に飛び乗り、居場所を探して留まるのである。4分38秒の間に、丸太、小
林、山下、アンの関係が構築されていくのだ。興味深かったのは、初めは小林、山下、アンの三者を見ていたのだが、映像を繰り
返し観察するうちに、無関係に見えていた丸太との関わりを考え始めたことだ。つまり、見る側もまた関係を見出しているのだ。
《積み石》は、家族のような原初的な関わりを想起させるだけでなく、社会の原型を示していると言っても過言ではないだろう。

《積み石》（2018）展示風景　千葉県立美術館［撮影：木暮伸也］

一方、《KEEP CALM, ENJOY ART》（2019）、《世界はどうしてこんなに美しいんだ》（2019）、《人（　）自然》（2021）
は、山下が自転車に乗り、ペダルを漕ぐと、車輪に取り付けられたLEDホイールライトが残像効果によって短い言葉を照らしだ
す、映像作品のシリーズだ。そのうちの一作、《KEEP CALM, ENJOY ART》は、イギリス政府が第二次世界大戦の直前に、開戦
時の混乱に備え、国民の士気を維持するために作成したプロパガンダポスター「KEEP CALM and CARRY ON（落ち着いて、日常
を続けよ）」をもとに制作された作品である。このポスターは制作された当初広く知られることはなかったが、2000年に再発見さ
れたのを機に、「CARRY ON」を別の言葉に読み替えるパロディが世界的に流行したという。言葉は記号を生み出し、集団の記憶
を形成するが、その呪縛から人間を解放し、さまざまな解釈や行為を可能にすることもある。作品に引用された言葉は、向かい風
を受け、自転車を漕ぎ続ける山下の身体的な負荷や風景とあいまって、生を取り戻すのだ。

《KEEP CALM, ENJOY ART》（2019）

左から《Artist’s Notebook》（2014-）、《積み石》（2018）、《NC_045512》（2023）、《KEEP CALM, ENJOY ART》（2019）、《世界は
どうしてこんなに美しいんだ》（2019）、《人（　）自然》（2021） 展示風景　千葉県立美術館［撮影：木暮伸也］

ここで紹介したのは展覧会の一部に過ぎない。そして、彼らの作品は、組み合わせによって何通りもの読みを誘発する。「出会
い」や「関係」などから想起されるように、「もの派」の実践の拡張として捉えたり、環境芸術の観点から解釈するなど、過去の
作品との接点により、新たな文脈を見出すこともできそうだ。 

公式サイト：http://www2.chiba-muse.or.jp/www/ART/contents/1668403751371/index.html

2023/03/05（日）（伊村靖子）

関連情報

マルタン・ブルブロン『エッフェル塔～創造者の愛
～』、ジャン＝ジャック・アノー『ノートルダム　炎の大
聖堂』

バンコクのショッピングモール

バンコク・アート・ビエンナーレ2022と国立美術館

近江八幡の建築

ルーヴル美術館展 愛を描く

「ゲリラ・ガールズ展『F』ワードの再解釈：フェミニズ
ム！」、女性建築家

せんだいデザインリーグと卒計イベント

山下麻衣＋小林直人 ─もし太陽に名前がなかったら─

弓指寛治 “饗宴”

糸井貫二木版画展

第16回 shiseido art egg　YU SORA展

小川佳夫展

東京国立近代美術館70周年記念展 重要文化財の秘密

第26回岡本太郎現代芸術賞（TARO賞）

自然という書物 15～19世紀のナチュラルヒストリー＆ア
ート

若葉町ウォーフ開場五周年記念企画 リーディングミュー
ジカル『CABARET』

ゲッコーパレード『少女仮面』

死蔵データGP 2022-2023 決勝戦 ROUND2

Artist’s Network FUKUOKA 2023［第二部］ニュー・
ニューウェーブ・フクオカ

カタログ＆ブックス | 2023年4月1日号［テーマ：「わ
からん」ままでも現代アートとの接点を発見できる5冊］

ジャンルで見る

美術

写真

建築

パフォーマンス

デザイン

映像

書籍・Webサイト

その他

著者で見る

飯沢耕太郎

五十嵐太郎

伊村靖子

きりとりめでる

杉江あこ

高嶋慈

星野太

村田真

山﨑健太

artscape編集部

artscapeレビューのバックナンバーへ

ホーム > レビュー／プレビュー > artscapeレビュー > 山下麻衣＋小林直人 ─もし太陽に名前がなかったら─

山下麻衣＋小林直人 ─もし太陽に名前がなかったら─

2023年04月01日号

LINEで送る ツイートシェアする

【オススメ展覧会】山下麻衣＋小林直人　─もし太陽に名前がなかったら─

2023年04月01日号の
artscapeレビュー

artscapeについて コンテンツ一覧 バックナンバー メールマガジン お問い合わせ

免責事項

個人情報の取り扱いについて

広告掲載について

©1996-2023 DAI NIPPON PRINTING Co., Ltd.
掲載画像・その他の無断転載・転用を禁じます。
アートスケープ/artscapeは、大日本印刷株式会社が運営しています。
アートスケープ/artscape、アートワード/Artwordsは、大日本印刷株式会社の登録商標です。
artscape, Artwords are the registered trademarks of DAI NIPPON PRINTING Co., Ltd.

文字の大きさ小 中 大 Twitter RSS配信

毎月1日、15日号発行　美術館・アート情報のWebマガジン

ホーム レビュー／プレビュー スタディ 展覧会スケジュール ミュージアム検索 アートワード artscape Japan

​2023年04月01日号
次回4月17日更新予定

https://artscape.jp/report/review/backnumber.html
https://artscape.jp/about/index.html
https://artscape.jp/sitemap/index.html
https://artscape.jp/backnumber/index.html
https://artscape.jp/mail/index.html
https://museumlab.jp/CGI/jpn/query/send.cgi
https://artscape.jp/info/1220814_2951.html
https://artscape.jp/privacy/index.html
https://artscape.jp/info/1214955_2951.html
http://www.dnp.co.jp/gallery/ggg/
http://www.dnp.co.jp/gallery/ddd/
http://www.dnp.co.jp/gallery/ccga/
http://dnp-museumlab.jp/
http://gallery.dnp/kyoto-uzumasa-cultural-heritage/
http://www.mmm-ginza.org/
http://dnpartcom.jp/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
https://twitter.com/artscapeJP
https://artscape.jp/exhibition/art-flash-news/rss/afn.xml

